
	
		
			
				[image: ]
			

			
				はじめての方へ	|新規ユーザー登録 ログイン
			

		

	
	

	
		
			
			
					
					
						

							
								

								
								
									
									 
								


								
								

								
								
								
								
								カテゴリ選択
								
								
					地域めぐり･まちあるき歴史文化スポット自然温泉・観光・食祭・イベント気になるスポット文化財・道具商品・工芸品食文化地域の記録旅れぽ文書記録写真記録講座等記録面白記事抄人物伝マンホール私の地域探究ようこそ上田！上田のelaborationプロジェクト研究地域学習研修記録公文書利用地域学講座藤本史料ピックアップ長大サミット20212020信州上田学Aテキスト2020信州上田学Bテキスト2021信州上田学A&Bテキスト2022信州上田学テキスト2023信州上田学テキストその他最初の投稿
								
								

						
							

							
						

					


						

登録リスト（該当：127件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～大正期編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、そんな上田市の銭湯の分布を、2つの大正期の地図から探っていきましょう。
（画像は最盛期の銭湯をGISアプリで国土地理院の地理院地図にプロットしたもの）
	2024-02-12
	2	[image: 水の移動経路]	水の移動経路	　川やため池の水は、直接そこに雨が降ったものだけでなく、周囲の高地から流れ込んできたものも多い。高い山があれば、雪解け水も入ってくる。このため、降水量が少ない地域であっても、上流の降水量が多かったり、山脈に面していたりすれば、十分な水を確保できる。

　水底は田より低いため、水位が低いときは用水として使いにくい。洪水のリスクが高まるため、底を上げればよいというものでもない。水位が低い場合は、ポンプを使うようだ。
　しかし、近代的なポンプは、ため池が造られた江戸時代にはなかった。現在のため池を見ると、当時は底近くに水路を引いたり、水位が一定以上のときのみ水を水路に送っていたと考えられる。現在も、水位が高いときはポンプとは別に排水するようだ。	2024-02-11
	3	[image: 蚕都上田　常田館製糸所　煙突]	蚕都上田　常田館製糸所　煙突	この煙突に関して2つ、新たに学びがあった。
1つ目はこの煙突は当時、石炭で稼働しており、現在の上田駅とこの煙突のふもとの間にトロッコが通っていたという。当時、物資の輸送は大変重要な役割であった。
2つ目は笠原工業（笠原製糸）が常田館製糸所をこの地に置いた理由は大きく3つあるという。「多くの労働力・都市部や地域内の輸送手段の発達・澄んだ水」である。上田市は当時、人口の8割を超える市民が養蚕業・製糸業に従事していたという。実際、常田館製糸所は2500人の従業員を抱えていた。また、東京・横浜への物資輸送手段が発達していたこと、上田駅と常田館製糸所間にはトロッコが開通していたことから交通が発達していたことがわかる。そして、菅平から流れる澄んだ水を貯水し、水が重要な製糸業に利用していたという。
今	2024-02-01
	4	[image: 相染橋から見た湯川]	相染橋から見た湯川	相染橋から上田市街地方向に見た湯川。
温泉街の玄関口である駅から温泉街まで流れている川にしては殺風景すぎる。
ここに駅から温泉街までの遊歩道を整備してみてはどうだろうか。	2024-02-01
	5	[image: 北向観音前・温泉街]	北向観音前・温泉街	川を中心とした、温泉街らしい風情のある光景。
道中もこうなれば魅力的だろう。
駅の近くからこの付近まで湯川という川が流れているので、湯川沿いにこういった風情のある遊歩道を整備すれば、駅から温泉街までが退屈であるという課題の解決につながるだろう。	2024-02-01
	6	[image: 炭焼き小屋]	炭焼き小屋	炭焼きや薪取りなどの山の仕事は主として冬の仕事であったため、冬の山は賑やかであった。良い炭を焼くには経験と勘が大切で、体力的にも大変な仕事であった。窯の造り方も経験を要するもので、窯の良し悪しで炭の出来具合が分かると言われていた。

実際に訪れてみて、石積みの作りから歴史と時代の流れを感じられた。訪れた時期が秋であったこともあり、周辺の紅葉がとても綺麗だった。	2024-01-29
	7	[image: 長野の観光地の持続性　牛臥川]	長野の観光地の持続性　牛臥川	牛臥川は古来よりたくさんの洪水が起きているところで、様々な対策が行われている場所である。その対策である砂防工事の完成形がとてもきれいで、それは階段工と呼ばれるものである。階段工は名前の通り階段のように連なっている水路でそこに水が流れる様子は実際にみてもとてもきれいだった。そして、その石積技術や景観をもとに、国指定の重要文化財となった。しかし見に行ってみたら、季節的な問題もあるかもしれないが人は全然いなかったためやはり盛り上げていきたいと考えた。	2024-01-25
	8	[image: 上田城の地形]	上田城の地形	上田城は難攻不落の城といわれた防御力に長けた城だった。南端は千曲川の分流である尼ヶ淵に面しており、上田泥流層が浸食されて作られた崖になっている。実際に見てみると10mほどの崖になっていた。江戸時代は分流が流れていたためより防御力があったと考える。自然地形を巧みに利用した防御機能は、上田城が難攻不落といわれる大きな要因ではないだろうか。	2024-01-25
	9	[image: 上田市の景観]	上田市の景観	今回私は上田市の現在と過去の写真や街並みを比べてみることで新たな発見や気づきがあるかもしれないと考え、調べてみることにしました。今回参考にさせていただいたのは上田の海野街や上田のスクランブル交差点の過去の写真と現在の上田の写真に写っている場所です。
比べてみたところ海野街は確かに歴史の流れを感じるほど変わっていましたが、スクランブル交差点の写真に写っているは昭和48年の海野街の写真と現在の海野街の風景はほぼ同じでした。昭和48年から変わらない商店街があり続けていることに少し不思議を感じ、なぜ現在の最新鋭のモダンな見た目の商店街にしていないのか疑問に感じたため上田の景観について調べてみることにしました。その結果過去の街並みや景観が保たれている場所の多くはその景観や見た目の良さ守るた	2024-01-24
	10	[image: 水かけ地蔵]	水かけ地蔵	　旧街道でもある柳町商店街の入り口付近にちんまりとたたずむ一体のお地蔵様。すぐ近くにある湧き水を柄杓ですくい、お地蔵様にかけると縁結びのご利益があるようだ。
この湧き水は明治時代初期に海禅寺の境内から柳町まで地中に敷いた木管を流れてくる「保命水」だという。
　隣の石碑には江戸時代の俳人である加舎白雄が柳町で詠んだ句が彫られている。白雄は上田藩主の次男である。
「白壁に 百筋あまり 柳かな」	2023-12-21
	11	[image: 【上田市の銭湯】②宮桜の湯]	【上田市の銭湯】②宮桜の湯	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。今回は、日の出町（常田3丁目）の「宮桜の湯（みやざくらのゆ）」さんをご紹介します。

宮桜の湯さんは、イオンスタイル上田や信州大学繊維学部の近くにあります。イオンの前の「信大繊維学部入口」交差点から信大正門の方へ進み、道なりに行けば右手に看板が見えてきます。玄関の「わ」の看板と薪のいい香りは営業中の証。ちなみに夏と冬で暖簾が違うんです。水色地に花火の絵柄が牛乳石鹸制作の2005年夏バージョンの暖簾、紺地に図形が描	2023-11-30
	12	[image: 長福寺銅造菩薩立像]	長福寺銅造菩薩立像	　⻑福寺銅造菩薩立像は、⻑福寺「信州夢殿」の本尊。
アルカイックスマイルを特徴とする、像高36.7cmの小
金銅仏で、7世紀後半の白鳳時代の作品と考えられる。腰部をひきしめた均整のとれた流れるような細身の体つき、そして笑みをたたえた柔和な表情、やわらかな体部の肉づけのこの菩薩像は「夢殿観音」とも呼ばれる、七世紀後半の白鳳時代の特徴をよく示している。国の重要文化財に認定されている。
　長福寺銅造菩薩立像のアルカイックスマイルは、安らぎを与えてくれているように感じた。また、ずっと見守ってくれているような感じがした。


　	2023-11-30
	13	[image: 安楽寺]	安楽寺	曹洞宗の寺院であり、山号を崇福山、院号を護国院としている。本尊は釈迦如来で、国宝の八角三重塔があり長野県で最古の禅寺である。

本堂にたどり着くまでの道のりがとても綺麗で感動した。日差しが強い日でしたが、安楽寺周辺に来るとひんやりとした空気が流れていてとても雰囲気のあるお寺だった。	2023-11-30
	14	[image: いにしえの丘公園・下之郷古墳群]	いにしえの丘公園・下之郷古墳群	　長野県工科短期大学校の北、いにしえの丘公園にある古墳群。塚穴原第1号古墳と2号古墳がある。

　古墳時代、塩田地域に豪族がおり、それなりに栄えていたことがわかる。

　小高い丘にあり、周囲に川の流れている様子はない。現在残っているため池などはほとんどが江戸時代に造られたものであり、古代に水不足があったのか、どう対処していたのかについてはあまりわからない。	2023-11-07
	15	[image: 尾根川]	尾根川	　大学前～下之郷付近を流れる川。大学前駅の辺りで産川と合流する。

　周辺の土地と比べて低いところを流れているため、農業用水には使いにくそうだ。ポンプやパイプと思われるものはあり、農業用水に使う場合はそれらを通すのだろう。排水口のようなものは高い位置にあるため、排水の放出先にも使われるようだ。	2023-11-07
	16	[image: 八木沢駅]	八木沢駅	上田電鉄別所線の八木沢駅です。パステルグリーンの駅舎とハートが描かれたベンチが可愛く、映画やMVのロケ地としても度々使われました。時期によっては桜やコスモス見られます。ベンチに座ってのどかな田んぼと雄大な山々を見ていると、いつもより時間の流れがゆっくりになっているように感じました。	2023-11-01
	17	[image: 【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】]	【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】	2023/10/29開催
【第8弾移動企画シリーズ　諸ものがたり ～純水館・名前の由来～】
主催:糸のまち・こもろプロジェクト
共催:諸公民館
お問い合わせ:事務局 栁沢浩一(090-7265-1315)
後援:信濃毎日新聞社・小諸新聞・東信ジャーナル社・小諸市教育委員会・(株)コミュニティテレビこもろ・(株)純水館・純水館資料館・氷風穴の里保存会・週刊さくだいら

【内容】
「諸を語り唄～絹の奏で　坂本 明央氏(津軽三味線奏者)」
　坂本 明央氏は青森県北津軽郡坂柳町出身。民謡全国大会連続優勝後、クラウンレコードよりデビューし、全国ツアーを開催。津軽三味線名人藤田淳一師の門下生となり、日本コロムビアより「津軽を弾いて津軽を唄う」を発売。平成12年に小諸市に移住、津軽じょんがら座を設立。現在も公演を続け、三味線や民謡の指導を行っている	2023-10-29
	18	[image: 2代松平忠愛と尼ヶ淵]	2代松平忠愛と尼ヶ淵	　上田城南側に切り立つ崖の下段には、横に長く敷き詰められた石垣がある。この石垣は、松平忠愛(ただざね)が築造したものだ。享保17年(1732)に大雨で増水した千曲川がこの崖面を大きく削ったため、護岸工事を行ったそうだ。（戌の満水）
　上田城南側の芝生広場を訪れた際に感じてほしいのは、江戸時代にはその地に広場はなく、尼が淵という千曲川の分流が流れていたということだ。そのため、崖面を見ることができている我々は貴重な体験をしている。そして、下段の石垣は強固に見えるが、敵が登ってくるのをを防ぐために築かれたのではないことも知ってほしい。
　二度の上田合戦や大坂の陣で名を轟かせた真田氏の居城であったからこそ、忠愛は、南櫓、西櫓を崩れささせたくなかったのだろうと私は思った。
　	2023-10-23
	19	[image: 実際に記事を投稿していく流れ②]	実際に記事を投稿していく流れ②	　実際に新規投稿を押すと以下の画面がでてきます。主に投稿する内容は「タイトル」・「記事の説明」・「この記事のカテゴリー」・「写真」の4項目になります。入力ができましたら下にスクロールをすると投稿のボタンがあるので押して実際に記事を投稿してみてください！	2023-08-08
	20	[image: 実際に記事を投稿していく流れ①]	実際に記事を投稿していく流れ①	　実際にログインができると自分の登録したニックネームと以下の画面がでてきます。新規投稿というボタンをクリックすると実際に記事を作って投稿することができるので実際に作ってみましょう！	2023-08-08
	21	[image: 渡良瀬川]	渡良瀬川	渡良瀬川は、群馬県と栃木県の境にある皇海山（すかいさん）という山から始まります。
渡良瀬川の川の長さは107.6kmで、前橋から東京までの直線距離とほぼ同じ長さになります。渡良瀬川が流れる市町村は、13市町もあります。
北関東最大級の花火大会のメイン会場としても利用されています。
かつて、日本の公害問題の先駆けとなる「足尾鉱毒問題」が発生したことでも有名です。精錬所からでる有害な煙は、周囲の山々から緑を奪い自然環境を破壊し、むき出しとなった山肌は、洪水の度に大量の土砂を流出させ、下流の沿川に多くの被害をもたらし続けました。
地元選出の代議士・田中正造は農民とともに立ち上がり、問題を国会で取り上げました。	2023-05-11
	22	[image: 於佐加（おさか）神社]	於佐加（おさか）神社	長野市を流れる犀川の南岸旧・丹波島宿の最西端に位置する神社。

丹波島宿は、善光寺街道の重要な宿場町で東西に約654ｍの距離がある。善光寺参りの最後の宿場であるため、参拝者や旅人たちが多く利用した。
「丹波島の渡し」の無事を祈ってこの於佐加神社に参拝した。
現在でも地元の住人が参拝している様子が見られた。

写真は於佐加神社の案内掲示板。小坂神社の外観（鳥居）。摂社。旧・丹波島宿の地図。旧・丹波島橋の一部。狛犬などである。

小学生の頃に公園代わりによく遊んだが、久しぶりに訪れたら、ブランコとジャングルジムといった遊具がなくなっていて驚いた。	2023-05-11
	23	[image: 星の町にあるコスモタワー]	星の町にあるコスモタワー	佐久市臼田にあるコスモタワーに行きました。コスモタワーは、ロケット型をした展望台で佐久市を一望することが出来ます。周辺は稲荷山公園という全国でも珍しい宇宙をテーマにした公園があり、多くの家族連れで賑わっていました。10時、正午、15時、になると仕掛け時計が作動し、音楽が流れ、タワーの側面から天使や女神の像が出てきます。星座をモチーフにした像も同時に周り、眺めていると心癒されるものでした。	2023-05-09
	24	[image: 山田神社]	山田神社	2023/04/23

家の近くの神社へ。
境内には「神の水」と呼ばれている湧き水が流れている。

神社に行くまでの道は途中から車が一台ギリギリ通ることができるくらい。
細い道を抜けるとひっそりと建っている。

水は冷たくて心地よい。上田は山に囲まれているから他にも名水がありそう。	2023-05-06
	25	[image: 上田紬の現在]	上田紬の現在	これまで上田紬の歴史を振り返ってきたのですが、最後に現在の在り方についてまとめたいと思います。
現在着物市場は、ピーク時の6分の１となっており、織元も10分の1以下まで縮小しました。
そんな今でも小岩井紬工房さんを筆頭に、上田紬の伝統は受け継がれています。着物としての在り方以外にも、ポーチや財布、イヤリングなど現代の様式に合わせて様々な在り方に変わってきています。オンラインショップも導入しており、全国各地に速攻で届くようになっています。また、地域の学生と共同で上田紬のイベント開催も行っているようです。

今回の活動を振り返ると、上田紬を歴史的に見ると、時代の背景に準ずるように繁栄したり衰退している様子がとても興味深かったです。。しかし、現在は時代の流れに関係なくとも衰退の一途を辿っ	2023-02-01
	26	[image: ”川”と共にある上田市御所]	”川”と共にある上田市御所	上田市には千曲川が流れている。

上田市の災害の歴史を語るには欠かせないだろう

千曲川が流れている御所では、昔から大きな洪水の被害を受けてきた。その被害を少なくするために当時の村人達は｢水天宮｣を奉納し、｢天御中主神(あめのなかぬしのかみ)｣を祭ってきた。

向かいにも｢水神宮｣がある。

今、ここで生活出来ているのは当時の人々が、こういった｢信仰｣によって水害が少なくなることを願い、どうすれば安全になるのかを考えて対応をした、それらの｢堤防｣の積み重ねの結晶であると考えられる。

昔の人々の想いに馳せながら、こういった史跡を巡ってみるのも面白いのではないだろうか。	2023-01-30
	27	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	28	[image: 12月22日分　調査まとめ]	12月22日分　調査まとめ	上田城の築城・歴史
「日本一の兵」真田幸村を輩出した真田氏は、現在の上田市真田町の周辺を拠点として活動していた。上田城の築城が開始されたのは1583年のことで、真田幸村の父である真田昌幸によって築城が開始された。当時徳川家康に仕えていた昌幸は、その援助を受けながら築城をしていた。しかし、北条と手を組もうとする徳川から土地の受領を要請された際にこれを拒否。徳川と断絶した昌幸は、上杉家に助力を求め次男の幸村を人質に差し出す。これにより、上杉方から戦力と築城の支援を受けた。上田城が一旦の完成を迎えた1585年、家康は鳥居元忠らを真田領に進軍させ「第一次上田合戦」が始まった。およそ1万の軍勢で進軍してきた徳川軍を昌幸は謀略を用いて少数の軍勢で撃退した。時は流れて関ヶ原の戦い最中の1600年、家康の息	2022-12-22
	29	[image: d-commons.net考察 その4 デザインと迷子]	d-commons.net考察 その4 デザインと迷子	初めて信州上田デジタルマップを使った時の感想は「自分の現在地が分かりにくい」だった。

d-commons.netでは、トップページである親サイトと特定のユーザーの成果物を閲覧できる子サイト(以下マイサイト)で分類されており、親サイトから登録されている記事を検索し、気になった投稿者の成果物をもっと見たい場合はマイサイトへ飛ぶ、というのが主な流れである。流れとしては分かりやすいものだが、まだ洗練されていない部分は幾つか存在し、分かりにくさや混乱を産んでいるように思える。

例えば、記事から投稿者名をクリックすると、別タブで投稿者のマイサイトが表示される。この動作はごく自然のものだが、問題は親サイトとマイサイトのUIやデザインが統一されており、区別がつきにくい事である。
これにより、マイサイトへジャンプ	2022-12-09
	30	[image: 養蚕業が衰退した理由]	養蚕業が衰退した理由	日本の繭生産量は、今から約90年前1930年（昭和5年）の40万トンをピークに減少し、昭和40年代に持ち直しの傾向が見られたものの、2016年（平成28年）には約130トンまで落ち込んでしまいました。繭生産量の減少に伴う製糸業の衰退も著しく、昭和34年には1871工場あった国内製糸工場数は、平成26年にはわずか7工場を残すのみとなってしまいました。
日本の絹産業は、生糸の原料となる蚕の繭を作る養蚕農家から、生糸を作る製糸業者へ。そして絹織物業者へという流れから、おもに着物や帯などに加工・縫製されて小売される形になっている。
衰退した理由としては和装から洋装へ変化する「和装離れ」により需要そのものが減少したと考えられている。価格競争で中国などから低価格繭の流入や、後継者不足など社会構造の変化も考えられます。	2022-11-30
	31	[image: 木々と水の音が響く神聖な場所]	木々と水の音が響く神聖な場所	今回は｢別所温泉森林公園｣や｢別所氷沢の風穴｣の近くにある、｢三嶋神社｣にきました！

木々に囲まれ、静かに流れる水の音を聞きながらの参拝。
とても身が締まる気持ちになりました。

日が陰っている時間帯でしたので、全体的に薄暗く、少し怖くもありました。

その厳かな雰囲気に圧倒されながらも、これぞ日本という感覚を直に受けることができた、良い経験となりました。	2022-11-30
	32	[image: 蚕都としての上田　ー常田館製糸場見学をうけてー]	蚕都としての上田　ー常田館製糸場見学をうけてー	私は県外から進学してきました。養蚕と聞いて思い浮かぶのは、やはり富岡製糸場でした。
しかし、信州上田学の講義の中で、上田の蚕都としての歴史に触れ、現代に残る歴史を広くアピールする必要があると思いました。
養蚕業全盛期から、衰退してからの長野県の主要産業への流れや、背景にある気候や地域性などをアピールすると良いのではないかと感じました。
常田館製糸場を見学し、当時の人々に養蚕が身近なものであり、工夫の詰まった産業であったことを学びました。
後世へ伝えていくには、このようなデジタルアーカイブは特に重要な役割を果たしていくように感じます。	2022-11-29
	33	[image: 高原の星空]	高原の星空	　綺麗な夜景で有名な美ヶ原高原。冬の澄み切った空気でくっきりと星を見ることができた。
　そして到着したときなんと流れ星が！人生初の流れ星は驚いている間に消えてしまったが、運が良ければはっきりと見れるかも知れない。
　夜が静かな上田市だからこそ夜景のスポット。お気に入りの景色を見つけていきたい。	2022-11-17
	34	[image: 千古の滝]	千古の滝	真田にある千古の滝という滝です。流れが非常に激しく勢いに圧倒されました。	2022-11-04
	35	[image: 風情溢れるカフェ]	風情溢れるカフェ	〜別所温泉側〜
安楽寺の坂を下ったところに街の風情に溶け込む風乃坂道というカフェを見つけました。道が狭く、少し入り組んだ場所にあるので見つけにくい印象だが、店内は広く落ち着ける木の材質で出来た空間で、おじいさんおばあさんがお二人で経営されているお店。そのかいもあってか、店内はとても落ち着ける雰囲気でオルゴールが流れていてとてもくつろげる空間でした。別所温泉口という、風情溢れる景色を楽しめるよう、窓は大きめに広く作られており、お二人のその街をどれだけ大切にしているかがよく伝わる空間になっている。	2022-11-03
	36	[image: 雲の滝]	雲の滝	太郎山周辺の雲が流れている写真です。	2022-11-02
	37	[image: 上田の農産物・特産品　～稲倉の棚田～]	上田の農産物・特産品　～稲倉の棚田～	上田の特産品をインターネットで調べたところ、以下のような農産物・特産品があることがわかった。

・稲倉の棚田米
・特別栽培米・螢
・そばの花
・りんごの花→シナノスイート・シナノゴールド・秋映
・山口大根
・松茸
・上田産コシヒカリ
・ぶどう



今回は「稲倉の棚田」についてご紹介

[「稲倉の棚田」で触れる四季の美しさ、日本の原風景]
ダイナミックな眺望のコントラストが魅力・
1999年「日本の棚田百選」に認定。

[おいしいお米に最適な水・土・気候]
昔から岩清水地区と呼ばれ、生活水などの汚染がない清らかな湧き水が一番に流れてくる場所。
粘土質の土壌は水分を豊富に蓄え、おいしい米作りに最適。
日照時間の長さもポイントで収穫後の天日干しでおいしさをさらに引き出す。

[昔ながらの”はぜかけ”で育て	2022-11-01
	38	[image: 上田の大手門公園]	上田の大手門公園	上田市の歴史を知った、上田市の有名な観光スポットに行ってきた

この公園はめっちゃ小さい公園です。でもきれいな流れる音が聞こえて、座って休憩するにはいい場所です。	2022-10-31
	39	[image: 西部地域　丸山邸]	西部地域　丸山邸	明治時代に上田城から移設したとされる石垣が残る、丸山平八郎の邸宅。
近辺には矢出沢川が流れており、涼しげな雰囲気だった。現在は近くに植物屋なども置かれている。	2022-10-30
	40	[image: 旧横田家住宅　歴史]	旧横田家住宅　歴史	横田家が現在地に移った時期は18世紀末。松代の中級武家住宅の典型的な間取り、構成を残しており1896年に国の重要文化財に指定されている。長屋門・一部2回誰の主屋・隠居屋・土蔵・庭園・庭に流れる泉水等を見ることが出来、江戸時代当時の暮らしが身近に感じることが出来る。

営業時間：4月から10月　9時～17時（入場16時30分まで）
　　　　　11月から3月　9時～16時30分（入場16時まで）
定休日　：12月29日～1月3日
入場料　：大人400円（300円）、小中学生100円（50円）
※象山記念館、旧横田家住宅2施設共通 / 大人600円（500円) （）内団体20人以上の料金
＊（ ）内は団体２０人以上の料金
　　　毎週土曜日と５月５日は小中学生無料
　　　９月第３月曜日と１１月３日はすべて無料	2022-10-30
	41	[image: 10/27まちなか側探求]	10/27まちなか側探求	長野大学を出発し上田城で降り、丸山邸を散策し、千人塚それから八坂神社・二子神社に参拝、バイパス通りのコスモスを眺めバローに到着しました。発展した街中の中に根強く生きている歴史を感じられました。具体的にはその地域に流れている川の周りを景観を乱さないブロック塀や、道路などが作られておりその空間を観光に活かしていたり、丸山邸では気さくに挨拶をしてくれ、その中の植物展に気軽に誘って説明をしてくれたりとくれたりと上田の魅力は地域の人からも強く感じられた。地域の人がその歴史を大切に保存している姿勢が見られた。	2022-10-29
	42	[image: 上田城]	上田城	上田城の本丸跡は、二重の堀に囲まれているように見えた。調べてみると、一つ目は、本丸土塁の隅おとしだということがわかった。これは土塁の北東を、切り込み「鬼門よけ」としたもので、上田城の大きな特徴の1つであるとわかった。二つ目は、尼ヶ淵と呼ばれるものであり、当時城の粛には千曲川が流れ、穏やかで深みのある流れが、天然の堀となっていたと分かった。	2022-10-29
	43	[image: 茂田井「間」の宿]	茂田井「間」の宿	茂田井宿だと思って実際に行ってみると、茂田井「間」の塾という立て看板やパンフレットが多くありました。
なにが、間なのか、どうして、間なのか。

その答えになる看板がありました。
間の意味は、芦田宿と望月宿の間にある。という意味だそうです。今でも、隣の家が佐久市、自分の家が立科町。といった家もあるそうです。

市の境目は川が流れている、山を挟んで。などがあるそうです。家を境に市が変わるのはとっても珍しいとお話をいただきました。	2022-10-26
	44	[image: 発見③畑より田んぼ]	発見③畑より田んぼ	ザ・日本の田舎
実際に水が流れてる用水路初めて見た	2022-10-24
	45	[image: 別所温泉　相染橋]	別所温泉　相染橋	別所温泉街に架かる橋。緑が多い風景や周りの建物が淡い色味なのに対して、赤色の橋が印象に残ります。下を流れる小川も綺麗です。	2022-10-23
	46	[image: 上田といえば…]	上田といえば…	上田と言えば、やはり、「真田」、上田城ではないでしょうか。この尼が淵は、下に千曲川が流れている場所に建設したことで堀として川を利用していたことを証明できる、最もわかりやすい場所であると思います。	2022-10-17
	47	[image: 丸田藤子さんとのネット対談]	丸田藤子さんとのネット対談	8月10日水曜日、丸田藤子さんとネット対談を行いました。

丸田さんは、1998年の長野オリンピックの際3万2千人のボランティアを取りまとめた方で、現在に至るまで数多くのイベントやボランティア活動を推進してきた方です。

丸田さんとの対談では、「イベントは人を育て、人は地域を育てる」という考え方や「共感のネットワーク」というものがどういったものであるかを丸田さんの言葉で学ぶことが出来ました。

特に「共感のネットワーク」に関していうと、私の研究地域である茨城県大洗町と互換的に考えることが出来、大洗はガルパンを仲立ちとして、ガルパンを見て大洗にやってきた人々と大洗町の人々とのやり取りが「文化」として地域に根づくことで、10年間という持続的な地域活性化が行われているのではないかという考えに至りま	2022-08-11
	48	[image: 別所線]	別所線	「ようこそ上田へ！」
上田のローカル線といえば別所線。駅のホームに到着すると、かわいい別所線オリジナルキャラクターの看板がお出迎えしてくれます。また、別所線の発車・到着音は、サマーウォーズの里である上田ということで、山下達郎さん作詞・作曲の「僕らの夏の夢」がホームに流れます。サマーウォーズファンとしては到着早々にテンションが上がるのではないでしょうか。	2022-08-09
	49	[image: (5/23 5/30 ゼミ記録) 子供たちの成果物を読んでみて]	(5/23 5/30 ゼミ記録) 子供たちの成果物を読んでみて	*限定公開していた記事を一部修正し再度投稿した記事です。
開発ミーティングの最中話題に出た某小学校で使用されているd-commons.netの記事を閲覧した。
校内探検という触れ込みで、各々校内の好きな場所や不思議に思った場所を撮影し、撮影した理由や紹介を添えて投稿するという流れである。一般公開はされていない。

この調べ学習は、生徒達の好奇心や探求心を育むだけではなく、校内の姿をそのまま写真に残すことができるため、後輩達の学習の手助けになる事も学校の歴史や風景を学ぶ資料としても活用する事ができる。
生徒達の記事は読んでいてとても興味深く面白かったし、意義のある学習だと感じた。

一通り読み終えて、このデジタルマップに必要だと思った機能はコメント欄である。その理由として、

1、質問ができない
2、投	2022-07-26
	50	[image: 秋山郷　【河原露天風呂】]	秋山郷　【河原露天風呂】	2022/07/03

秋山郷、切明温泉【河原露天風呂】へ。
秋山郷は長野三大秘境の1つで長野県と新潟県にまたがる地域。（長野県5地域、新潟県7地域）
上田から高速道路を使って、約2時間半ほどでついた。

今回のこの旅は、機会があり最近知り合った大学生のお友達と二人で行った。道中、長野三大秘境をすでに2つ回っているお友達の話は非常に面白かった。
この投稿からいくつか秋山郷の投稿をしていきたいと思う。

まずは、やはり温泉！！
というわけで切明温泉【河原露天風呂】!
名前の通り、川に温泉が流れていた。触ってみるとなんと適温！！！！！
しかも川の一部分のみが温泉であり、そのほかの場所は普通の川の水だった。

注目してほしいのは三枚目の写真。
苔がたくさん茂っている。その苔を剥がすと中から無数の気泡があふれでて	2022-07-05
	51	[image: 山家神社]	山家神社	2022.06.09（木）

上田市眞田、山家神社へ。（写真）



山家神社は古くから上田城の守護神として、
歴代上田上藩主から一般民衆に至るまで
深い信仰があったとされている。



鳥居にはおおきな桜の木があり、
とても風情が感じられる。

境内に入ると森に入ったように
自然が周りに広がっており時間の流れをゆっくり感じることができた。（写真）



宮司さんの書いた「白山大権現」（写真）と私の御朱印帳の文字（写真）を見てみるととても字体がよく似ている。

御朱印は去年12月にいただいたもの。

きっと宮司さんが書いてくれたものではないかな、と思った。



現在、アリオ上田店「赤ちゃん本舗」と山家神社はコラボしており宮司直筆の腹帯守りと御朱印のプレゼントを行っている。

お堅いイメージのある神社が
少し	2022-06-10
	52	[image: 健速神社手前の川と橋]	健速神社手前の川と橋	旧北国街道から路地に入った大和屋小路という通りに流れる川とそれに架かる橋。車がすれ違えないくらいの幅の小さな橋で、道路の部分はコンクリートで舗装されているので古さを感じさせないが、少し離れて橋の土台を見るときれいなアーチで、古いものだと一目でわかる。もう一つの橋はアーチ型の土台ではないがその外観から古さを感じる。小川に架かる橋のバリエーションにすこし興味を惹かれました。	2022-05-12
	53	[image: 小諸市 花川親水公園]	小諸市 花川親水公園	小諸市の旧北国街道付近に流れる川沿いにある公園。桜の木が多く、春は壮観。
新町という地域の三大桜名所のひとつであり、地域住民のコミュニティ活動の場にもなっている。
花川という名前は、名代(伝)が桜という小諸の民話に由来する。朝日がさせばその影が善光寺まで、夕日がさせば碓氷峠までとどき、その花びらが田んぼにたまって苗代の準備ができないほどの桜の大木が花川付近にあった、そこから名付けられたと伝わっている。	2022-05-10
	54	[image: 駅の壁に描かれている絵]	駅の壁に描かれている絵	これは、駅の壁に描かれている絵です。

この絵がいつ描かれたのか分かりませんが、いろいろ調べてみて、1993年以降だと考えました。

この絵と同じ風景を写真で撮って、見比べてみたいとずっと思っていました。
今回見比べてみると、時代の流れを感じました。	2022-05-10
	55	[image: 塩野池（しおのいけ）]	塩野池（しおのいけ）	塩野池は、西前山境東前山の小字「市来」にある。池のある市来が、西前山の小字「塩野間」「塩野」に隣接していることや、独鈷山から流れ出す「塩野川」などの塩野と関係して「塩野池」と名付けられたと考えられる。
塩田平の多くのため池は、山麓または平地にあるが、塩野池は標高約560mとやや高く、山の傾斜に造られている。また、塩野池は、雨乞いの山・独鈷山の水だけを純粋に集めて成り立っているため池である。


〈参考文献〉
信州上田　塩田の里　
http://www.shiodanosato.jp/tameike/mukashi.php	2022-02-12
	56	[image: 5 当時の上田市について]	5 当時の上田市について	上田市の文化的特徴と言えばやはり「蚕都」として発展した点です。
養蚕業、製糸業を始め関連産業が好況で、桑園も拡大していき、多くの住民が蚕中心の生活をしていたのだと思われます。また、こういった街の繁栄は演劇等の娯楽にも広がり、演芸館・劇場が建つこともありました。さらに、市民の生活用品である酒類・醤油・味噌を扱う店、綿糸・染物を商う店、魚・金物・雑貨を商う店が集まり、上田の町の繁栄を支えていました。

観光の面でも産業の面でも古くからにぎわっていた街であり、また別所温泉などの温泉宿も多くあったため、観光地としても発展していたのではないでしょうか。

信州最古の温泉である別所温泉は明治時代にはすでに年間宿泊、入浴客数が２万人を超えており、大正時代には観光旅館として設立し温泉収入が別所	2022-02-09
	57	[image: はじめに]	はじめに	授業で西塩田時報を斜め読みした際に、「ビタミンの話」という記事に目がとまり、当時の人々の健康状態と関連付けて記事を一つ書いた。

せっかくならばさらにしっかり読み、かつての上田の食生活のことを知りたいと思った。

西塩田時報に改めて目を通し、「西塩田時報に見る食生活」というテーマで、特に工夫を感じたものや時代の流れを感じたものなどを数記事紹介する。


▼資料出典元
#1 『西塩田時報』第1号(1923年7月1日)1頁	2022-02-09
	58	[image: 4　年表からひもとく]	4　年表からひもとく	坂井村誌内の年表を一部引用し、特に重要な部分をまとめた。

昭和12年（1937年）

・盧溝橋事件が勃発。村内の予備兵に召集下令があり、村内に一気に緊張感が流れた。
・銃後後援会（後に奉公会）結成、村防護団結成・応召家庭の農作業奉仕。
・軍の指示により、初めて防空演習が行われる。
・国防婦人会結成（全村）、国民精神総動員長野県実行委員会（会長・県知事）坂井村支部（支部長・村長）結成。
⇒日中全面戦争の開始に伴って始められた、国民の戦争協力を促す官製国民運動。「精動」と略されることもある。1937年（昭和12）8月第一次近衛文麿(このえふみまろ)内閣は「国民精神総動員実施要綱」を閣議決定し、同年10月「挙国一致、尽忠(じんちゅう)報国、堅忍(けんにん)持久」のスローガンのもとに国民精神総動員	2022-01-29
	59	[image: 上田地域の地形概要]	上田地域の地形概要	上田地域の地形は、太郎山や小牧山に囲まれたほぼ三角形の盆地地形となっており、「上田盆地」とも言われている。上田盆地の標高は約400～500メートルである。

市内には、千曲川が流れているが、地殻変動によって湖水が干上がり、千曲川が流れるようになった。

市の中心市街地は、千曲川沿いの低平地に立地している。その低平地のなかでも、千曲川沿いに千曲川河床から比べて、数ｍ～数十ｍ程度の急な崖も存在しており、その崖の上に上田城跡、市役所、学校などが立地している。低平地と言えど、少し離れただけで急な崖となっている、上田地域の特徴的な地形であると言える。


参考文献
・上田地域千曲川自然電子図鑑　上田地域の地形・地質

・	2022-01-26
	60	[image: ため池の必要性]	ため池の必要性	そもそもなぜ塩田平にはため池が必要だったのでしょうか。それは、全国でも有数の寡雨地域であったからです。雨が少なく年間の降水量は890mmであり、稲作をするときに必要と言われる降水量である1000mmを下回ります。そのため、稲作をするためには厳しい土地でした。幸い、土壌は元々塩田平は湖であったことなどから肥沃だったため、水が足りないという課題を灌漑で解決すれば稲作ができました。用水路を使った灌漑などが長野では多いですが、塩田平を流れる川は、どれもたくさんの農地を潤すほどの水量はありませんでした。そこで、塩田平ではため池灌漑という長野県では珍しい灌漑方法がとられています。

参考:ため池のれきし-信州上田|塩田の里|とっこ館
	2022-01-26
	61	[image: 進捗報告]	進捗報告	上田のゲームを作っているという話ですが、一応ゲームのシステムだけはできあがりました！


ゲームの流れ

開始前
職種(販売、作成、行政、労働)・スタートの駅を決める
資金1万からスタート
↓
(1周目以外スタート時にイベント)
↓
行きたい駅にいったり、働いたり制限時間内に自由に行動できる
(駅は実際の時間に比例
働くのは1回につき持ち時間の25％消費)
この時に、街にあるクエストみたいなのを町民から受けられる
(何があるかはランダム
受けたら完了・放棄するまで消えないが1周で交換される)
このクエストを完了していくと評価が上がって一定以上でその地区の駅を占領出来る
↓
エンド、次の人

職種
販売→物を仕入れて売る職業
物の売り買いに長けているため、物を買う時にその時の値段の10分の1の数値の割引をされる
(	2022-01-26
	62	[image: 上田藩の死者数、正福寺の千人塚]	上田藩の死者数、正福寺の千人塚	千曲川流域には、「戌の満水」の流死者供養塔が幾つも残されている。それには２種類ある。一つは、多くの犠牲者を出した現地に建てられたもの、もう一つはたくさんの流死者が流れ着いて埋葬された場所に建てられたものだ。千曲川の上流では、上畑村（佐久穂町・２４８人）小諸城下（小諸市・５０７人）所沢川流域の金井村（東御市・１３０人）田中宿・常田村（東御市・６８人）などで多くの流死者を出した。そして、まず大量に流れ着いたのが、上田だった。
「千曲川も上田まで来ると、流れが緩やかになる。上流から流されてきた死体が上田に流れ着いた。上田藩主の命令で段丘上の秋和の正福寺の門前に引き上げ、埋葬して、後に碑を建てた。それが千人塚と呼ばれている。また正福寺境内には石造地蔵尊があり、縁者がたくさん亡くなっ	2022-01-24
	63	[image: 戌の満水とは]	戌の満水とは	長野県千曲川流域の歴史的な洪水として、仁和４（８８８）年の洪水、弘化４（１８７４）年の善行寺地震の後の洪水がよく知られている。ところが、寛保２（１７４２）年の洪水「戌の満水」は、全国的にも近世以降最大の水害と呼ばれているのに知らない方が多い。
その理由の一つとして、昭和１６（１９４１）年に連続堤防が完成、大きな水害が激減し流域住民の洪水への恐れ、関心が急激に薄れてきていることが挙げられる。しかし、寛保の洪水が「未曽有の水害」「前代未聞の水害」といった表現のまま、流死者など具体的な被害実態が集計されてこなかったため、訴える力が弱かったこともある。
流死者は２８００人前後に達することが明らかになり、長野県内で被害が大きかった「三六災害」の死者は１０７人、不明が２９人である。現在の	2022-01-24
	64	[image: 梅翁寺]	梅翁寺	このお寺は湯田中温泉の守護発展のために、1688年に薬師如来を本尊として別峯宗見(べっぽうそうけん)和尚様が来られて建てられた。境内にある手水舎(ちょうず)は龍をもした彫刻であり、その口からは温泉が流れる。
また平成22年5月8日に全国初となるお湯につかるお地蔵さん「延命湯けぶり地蔵尊」が建てられた。大きさは1メートルほどで、片足だけお湯につかることで温泉の持つ霊力を吸収しているとされておる。そのお地蔵さんの肩や腰などを湯に浸した白布でさすることによって温泉の持つ効用が伝わり、ぴんぴん・しゃんしゃんと元気になるとされるぴんしゃん地蔵手拭いと呼ばれる参拝が行われている。	2022-01-23
	65	[image: メロディー装置]	メロディー装置	加舎白雄四季の歌というものが聴けるメロディー装置を見つけた。何回もここを通ったことはあるが、こういったものが置いてあることを今回初めて知った。スタートボタンを押すとこの歌が流れ、流すのも止めるもの手動なのがシュールで面白かった。	2021-12-21
	66	[image: 千曲川の歴史]	千曲川の歴史	日本一の長さを誇る信濃川の上流を流れる千曲川。
川はいつの時代も人々の暮らしに恩恵を与えます。
しかし、一方で洪水や決壊によって猛威を振るうということが2019年の台風19号による災害で分かりました。
そこで、先人たちはどのようにして千曲川と関わってきたのか関係資料を中心に調べていきたいと思います。	2021-12-21
	67	[image: 台風19号災害から2年…りんご農家の今]	台風19号災害から2年…りんご農家の今	2019年10月13日、台風19号により千曲川の氾濫が引き起こされた災害から2年が経った。当時、千曲川から水と共に流れてきた泥などが地面に堆積、あるいはリンゴが水に浸かるなど、リンゴ農家にとって甚大な被害となったが、その後数ヶ月に渡るボランティア活動によって堆積した泥は撤去された。しかし、収穫時期真っ只中だったこと、住居・農機具様々なものが被災したことは想像以上に深刻なものだった。

   復興していく中で、ある農家の方が方法の1つとして始めたのがSNSだった。当時は現状を伝えるものでしか無かったが、次第に励ましの声やオンラインでの販売など、SNS活用の可能性が広がっていった。農家の方によれば、そういった励ましの声が一番の復興の力になったそう。
   2年が経過した現在、さらにSNSの可能性が広がり「復興りんご」	2021-10-26
	68	[image: ホタルのお宿？]	ホタルのお宿？	目的地まで近道をしようと入った小道で発見したホタルのお宿。地域住民によって、押出川が流れる水路の一部をホタルの保護区にしている。川のゴミ拾いや、ホタルの幼虫になるカワニナの放流・保護、外灯の灯を消すなどの努力がされているようだ。とても水が透き通った美しい小川だった。	2021-11-22
	69	[image: 蛇石]	蛇石	蛇石
碑文

蛇石の由来
蛇堀川の南、加増村の字袖川原に、長さ六米、幅
二米、高さ一・五米の巨大な自然石で、その上には
小祠が立てられていて、石の周囲に大きな筋目
二条ついている。この石を蛇石とよんでいる。
伝説によると、近くの堀川に大蛇が生息して
おり、夜になると出てきて、その石に横たわり、
通って畑を荒し百姓を苦しめたという。
蛇石様として祀ったので、その後は災がなく
なり二条の筋目は大蛇のとぐろの跡だといい
伝えている。子どもの臍の緒をあげると、虫を
痛まないといわれている。
この石は享禄四年（一五三一）十一月二十二日から
二十三日にかけての大雪と浅間の噴火によって
蛇堀川に沿って土石流で押し出し、七尋石などと
同じ時に、ここに流れ着いたものと考えられている。
祭神は蛇で神様の使	2021-11-18
	70	[image: 寺下駅前]	寺下駅前	寺下駅の目の前に川が流れているのですが、ただでさえ道が狭く車が怖いのににガードレールがなく川に落ちてしまうのがさらに怖かったので改善した方がいいと感じた。	2021-11-17
	71	[image: 紅葉]	紅葉	博物館の投稿から一回脱線して大手門公園近くの紅葉を。赤くなり始めた葉っぱたちがなぜか曇り空に映えていてとてもきれいでした！葉と流れる水との相性も良かったです。	2021-11-15
	72	[image: 袋町]	袋町	黄金沢川を後にした投稿主は、なんとなく川が流れていた記憶を頼りに歓楽街、袋町へ。とても小さな川なのですが、「蛭沢川」という名前がちゃんとありました！
そんな蛭沢川にかかる橋は写真上から大黒橋、弁天橋、棗(なつめ)橋、柳橋と、一つ一つ名前がつけられています。石垣風の橋の下の構造、お揃いの欄干のデザインがレトロを醸し出していました。	2021-11-15
	73	[image: 慈悲の湯]	慈悲の湯	北向観音の手水舎です。流れているのは温泉なので、寒い日でも安心して手を清められます。
手水なので口をすすぐのはもちろんのこと、飲むこともできます。以前飲んだことがあるのですが、硫黄の香りが口いっぱいに広がり、決して美味しくはなかったのでおすすめはしません。	2021-11-14
	74	[image: 黄金沢大橋]	黄金沢大橋	こちらも上田バイパスにかかる橋の一つ。
黄金(こがね)沢大橋という名前は、橋の下を流れる黄金沢川という河川から由来しているようです。
…黄金だった時代があったんだろうなぁ、と思わずしみじみ眺めてしまいました。	2021-11-14
	75	[image: 上田城 真田神社]	上田城 真田神社	中心部に位置する場所に真田神社があります。真田神社は徳川軍を二度も破ったという功績から、｢不落城｣にあやかり受験生に人気な神社になっています。そこの神社では、コロナウイルスの影響か、鈴が非接触型のパネルになっていて時代の流れを感じました。また、その奥には真田井戸や西櫓があります。	2021-11-12
	76	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	77	[image: ひっそり公園3]	ひっそり公園3	時間　18時
天候　晴れ
馬場町にある公園です。隣には川が流れており、建物の間にひっそりとありました。ここも遊具は少ないですが、小学生が帰りに寄ったりしていました。学校終わりに友達と過ごす家に到着する前の時間は大人になってからもかけがえのないものです。	2021-05-06
	78	[image: 松川（福島県）]	松川（福島県）	　松川は、山形県米沢市および福島県福島市を流れる一級河川です。写真は福島市で、国道4号線の上を通る松川橋とともに撮影したものです。近くの中学校の校歌の歌詞に入るほど、昔から身近な川として、花火大会が開かれるなど地元の人々に利用されてきました。
　また、1600年に起きた関ヶ原の戦いとともに松川の戦いが展開された地でもあることを初めて知りました。上杉景勝率いる西軍上杉軍と、福島に攻め込んできた伊達政宗率いる東軍伊達郡による戦いが「松川の戦い」です。
　登下校で毎日通っていた橋の下で、過去には戦いがあったことを知ると、これまでとは違った思いで通ることができます。	2021-05-05
	79	[image: 太郎山裏参道]	太郎山裏参道	太郎山には複数の登山コースがあり、裏参道は山頂まで2.3㎞で約1時間～1時間半で登ることが出来るコースです。
道中には湧き水の流れる水場や、太郎山民族遊歩の案内板があります。GW中の登山では多くの種類のスミレを見ることが出来ました。	2021-05-05
	80	[image: 美しい清流、長良川]	美しい清流、長良川	岐阜を流れる三大河川の一つ、長良川。
岐阜城、金華山の近くを流れている一級河川である。
夏には鵜飼や花火大会などのイベントから、市民の生活、憩いの場としても使われている。	2021-05-05
	81	[image: 地域情報メディア論　前橋市の風景]	地域情報メディア論　前橋市の風景	前橋市は「水と緑と詩のまち」をキャッチフレーズにまちづくりをしています。そのためまちなかでありながらも、水と緑がとても豊かで過ごしやすくなっています。まちなかには広瀬川という川が流れていて、川の音が心を和やかにしてくれます。緑は写真にもあるように、たくさんの木々や草花が至る所にあります。詩については前の記事にあるように、萩原朔太郎のゆかりの地だからです。お店や建物の紹介をしましたが、キャッチフレーズにもあるように前橋市の自然も楽しんで欲しいです。	2021-05-04
	82	[image: 百々川緑地]	百々川緑地	臥竜公園横を流れる百々川の河川敷につくられた緑地。
きれいに整備され、ゆっくりお散歩するにはちょうどいい。
写真にあるように、5月になると川岸を渡すように鯉のぼりが風に乗っている。夏は河川敷で花火があがる。	2021-05-04
	83	[image: 眞田神社]	眞田神社	真田家が公に認め参詣のある唯一無二の真田神社。 真田氏発祥の地より時の流れに変節せず、誠の心で真田氏の遺徳を後世に受け伝える。	2021-05-03
	84	[image: 潤井川]	潤井川	静岡県にある富士宮市及び富士市を流れる川。桜並木と富士山をセットとした景勝地としても知られ、「潤井川桜並木」の地点名（富士宮市）で環境省公開の「富士山がある風景100選」に選定されています。小さい頃よくこの川にいるカモに餌をあげていました。懐かしいです。	2021-05-03
	85	[image: 姨捨駅]	姨捨駅	姨捨山の中にある駅。ここを通る電車は坂を登る助走を取るために一時停止するのが有名である。また、落ち着いた雰囲気が流れており、電車を撮りにきている人なども多くいた。	2021-05-03
	86	[image: [14/09/11]角間渓谷・猿飛佐助修練の場]	[14/09/11]角間渓谷・猿飛佐助修練の場	角間温泉・岩間館の前を角間川が流れています。谷底が深く、山の壁面が岩盤です。いかにも忍者がここで修行したという伝説を生みそうな環境です。

猿飛佐助修練の場ですか。いかにもそのように思えてくるのが不思議です。	2021-05-01
	87	[image: 上田電鉄別所線の終点が今とは違う場所になるはずだったという話]	上田電鉄別所線の終点が今とは違う場所になるはずだったという話	上田市誌近代編(4)⑰変わる人や物の流れ　106ページより。

延伸計画とはまた異なるが、別所線の終点が現在の別所温泉駅よりも先、北向観音の下になるはずであったという内容が載っている。

ルート案が常楽寺の方を通るか、旅館花屋のそばを通るか考えられたが、２通りで対立してしまったため現在の位置に落ち着いた、ということである。

私は何度か別所温泉駅から北向観音や大師湯などへ歩いて行ったことがあるが、上り坂を１０分ほど歩かねばならず、たしかに鉄道がそこまで伸びていれば大変利便が良かったのではないかと考える。	2021-02-27
	88	[image: 上田市と岡谷市における蚕業の比較　まとめ]	上田市と岡谷市における蚕業の比較　まとめ	　私は、上田市と岡谷市の蚕糸業の比較として、蚕糸業における様々な施設についてまとめた。その中で理解した相違点や共通点、蚕の今後の展望についてまとめる。
・相違点
　同じ蚕糸業で栄えた上田市と岡谷市だが、上田市は「上田蚕種協業組合事務棟」や「常田館製糸場」の現存から養蚕業や製糸業を行っていたことがわかる。一方で岡谷は、「岡谷蚕糸博物館」に展示されている多数の繰糸機や「宮坂製糸所」の現存から製糸業で栄えたといえる。
・共通点
　岡谷市の工女さんは、1910年には岡谷の人口2万3000人に対して、工女さん1万5000人と65％を占めていた。その後、1930年には岡谷の人口7万6500人に対して、工女さん3万4500人と45％を占めており、工女さん達は岡谷市の支えとなっていた。工女さんは10代半ばから20代前半の若い女性で、重要な	2021-02-10
	89	[image: 花のマリモ]	花のマリモ	【高校2年生に息子を持つ主婦へインタビュー】
海野町で生まれ育っているので、とても愛着を感じているそうです。
昔は、七夕祭りにミス七夕というイベントがあったり、３０年前には毎週日曜日の9時ごろから５時まで海野町商店街の通りを交通規制して、パラソルやいすを並べたり、風船おじさんが来たり、マジックをして街を盛り上げる日曜広場というイベントが行われていた。
また、海野町にはマンションが急増している。その中でマンションの住人と海野町商店街に住んでいる方々は交流があるのかを聞いてみたところ、子供がいても親同士の関わりはない状態であるということが分かった。しかし、商店街同士の関わりはあって、イベントの打ち上げを行ったり、母親同士のつながりは徐々に強くなっているそうだ。
今後どのような街になっ	2021-02-01
	90	[image: 岡谷蚕糸博物館(1)]	岡谷蚕糸博物館(1)	　「岡谷蚕糸博物館」は昭和39年10月に開館し、製糸機械や製糸経営史料等の展示や、製糸工場を併設して動態展示を行う貴重な博物館である。
館内のミュージアムエリアは主に3つのコーナーに分かれていたため、記事を分けて投稿する。

　1つ目のコーナーでは、蚕から絹製品になるまでの流れや、日本・岡谷の製糸業のあゆみ等が大きなパネルにて展示されていた。（写真２枚目）
その中でも、特に目を惹かれたのが「フランス式繰糸機」と「諏訪式繰糸機」の実物の展示である。
　写真３枚目が実際に展示されていたフランス式繰糸機だ。これは、官営富岡製糸場に設置された300釜の中の2釜で、日本に残る唯一のフランス式繰糸機である。明治5年(1872)～昭和6年(1931)まで使われていた。
　写真4枚目は実際に展示されていた諏訪式繰糸機で、武居代	2021-01-27
	91	[image: 木やりと岩万燈]	木やりと岩万燈	

亀田の祭りで行われている木やりという掛け声である。これは古くは水路を利用する船頭による歌だが、亀田をたたえ、奮い立たせるような節回しは、祭りのために作られたような感覚さえする。
亀田の夏祭りの大きな特徴はこの木やり及び亀田大岩万燈（以下岩万燈）にある。大きなみこしをぶつけ合うその姿はまさに喧嘩祭りである。
おおむね一日目に亀田甚句流し、二日目にこの岩万燈が行われる。動画では岩万燈の一連の流れが記録してある。大きな声で木やりをかけるむさくるしい様子をぜひ見てほしい。

そもそもこの祭りが行われるようになった経緯にも、もちろん土地が関	2021-01-27
	92	[image: 亀田の土地・排水に関しての歴史（メモ）]	亀田の土地・排水に関しての歴史（メモ）	調べたことに関して、本からの引用が著作権上厳しかったので手書きにした。
WW2中に栗の木排水場が完成し、その後設備の老朽化に伴って親松排水場ができた。マーカー付きの地図に示してあるのが、そのポンプの位置である。有事の際には黄色部分から水をくみ上げ、ピンクの位置に排水する。略図であるため分かりにくいが、この黄色とピンクのマーカーの位置には水が流れている。黄色の位置はかなり幅が細い部分であり、すぐに水が溢れてしまうのだが、それを組み上げて比較的広い川幅を持っているピンクの位置に排水することで、大水を防いでいる。記してある通り、7km×12kmの地図であるため、非常に細かくポンプが配置されていることがわかる。
下の図は新潟の大体どの位置に亀田があるかを示している。	2021-01-22
	93	[image: 吾が村の養蠶業を探る(『西塩田公報』第81号(1954年6月5日)3頁)]	吾が村の養蠶業を探る(『西塩田公報』第81号(1954年6月5日)3頁)	私の地元である岡谷市でも蚕業が盛んだったため、この記事に興味を持った。

桑芽が予想外の晩霜のため凍害となったことや、広報部員が飼育所を訪問した際に給桑室から楽しそうな合唱の歌声が流れて来たことなどが書かれており、当時の養蚕業の様子を事細かに知ることができる。

▼この記事は以下から参照できます。
#1251 『西塩田公報』第81号(1954年6月5日)3頁	2020-12-14
	94	[image: 広告(『西塩田時報』第193号(1939年12月1日)2頁)]	広告(『西塩田時報』第193号(1939年12月1日)2頁)	1941年に太平洋戦争が開戦することを考えると、まだ随分豊かな広告が流れていたと思い、気になった。誰に向けた広告なのだろうか。

地主が居たことを考えると、その富裕層に向けたものであるかもしれない。戦地の兵隊のためにこれを購入し送るものもいたかもしれない。	2020-12-14
	95	[image: 公設電話開設に就て（『西塩田時報』第28号(1926年3月1日)1頁）]	公設電話開設に就て（『西塩田時報』第28号(1926年3月1日)1頁）	今では当たり前のように公衆電話がある中で、それもあまり使われなくなり、現代は個々が持つ携帯電話を使用することが多くなった。
しかし、昔は公設電話でさえなく、生活に不便を感じていた村人もいたのではないかということが分かる。
本文には、そんな公設電話開設までの流れや設置してみて思ったことなどが書かれている。
改めて、このような開設があったからこそ今につながっていると思うと、今公衆電話があることは当たり前ではないのではないかと感じる。

▼この記事は以下から参照できます。
#123 『西塩田時報』第28号(1926年3月1日)1頁	2020-12-09
	96	[image: 河川敷からの千曲川]	河川敷からの千曲川	上田駅温泉口側の土手から河川敷に降りて川のすぐ横で撮った写真。ゆったりとした川の流れは昨年の豪雨で本当に別所線の橋を崩壊させるほどの氾濫を起こしたのかと疑問に思わせた。	2020-11-16
	97	[image: 上田城跡公園　]	上田城跡公園　	上田城跡公園の木々が色づき始めていました。
春の終わりに訪れた時には新緑の緑が印象的でしたが、紅葉のはじめもまた違った魅力があり美しかったです。
天気も良かったのでのんびりとした秋の穏やかな空気が流れ、リラックスできました。木々の色づきから季節の移り変わりを感じられるのは、贅沢なことだと感じました。
これからどんどん色が変わり、紅葉のピークにはもっと見ごたえが出てくるのだと思いました。そして紅葉が終わって冬の雪景色になるのも楽しみです。	2020-11-03
	98	[image: 別所線大学前駅の「信州の学海」説明板]	別所線大学前駅の「信州の学海」説明板	「学問を志す者が大海に流れ込むがごとく集まる」ことが学海の意味するところです。

「凡そ経論に渉るの学者…遠方より来(きた)って皆至る」

歴史ある鉄道、別所線の大学前駅にた説明板「信州の学海」の謂れを記した説明板が掲げられています。長野大学の学生たちが設置したものです。しっかりと地元に「信州の学海」を明示してくれていてありがたい。	2020-09-12
	99	[image: 塩野川]	塩野川	水車小屋が気になったので小道に入ると、川の流れの音が耳に入ってきました。整備された川というわけではなく、自然の形のままである川を思いがけず発見できて嬉しかったです。大きな岩や石、倒木、奥まで続く木々の緑に見入ってしまいました。この道に入るまでコンクリートの道路を歩いていたので、暑い熱気を感じていました。けれど、一気に自然の、涼しくて澄んだ空気を感じることができました。	2020-08-08
	100	[image: 生島足島社大鳥居と尾根川]	生島足島社大鳥居と尾根川	生島足島神社の大鳥居。周辺は田んぼに囲まれていて、緑の中にきりっとした大鳥居が目を引きました。近くを流れる利根川も涼しげで、ひあかりがあたると水がキラキラと光ってきれいでした。	2020-08-08
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